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十島村海外ホームスティ派遣事業

十島村に生活の根拠を置く子どもたちや

本村の小・中学校に在籍したことのある子

どもたちを対象に，十島村を深く知り，本

村を誇りとする生き方やこれからの本村や

我が国を担っていくという気概を培うため

平成２４年度から海外ホームステイ派遣事

業を行っています。これまでに，４０人の

子どもたちが海外留学を体験しています。

新型コロナウイルス感染症のため４年ぶ

りに本事業が行われました。本年度は中学

生２名と高校生３名が留学生として参加し

ました。コロナ禍においてこれまで応募で

きなかった子どもや出発日に接近した台風

のため，島からの移動に苦労した子どもも

いましたが，留学生全員が８月１１日に鹿

児島空港を出発，羽田空港からオーストラ

リアのブリスベンへ向かいました。

現地では，ホストファミリーとともに現

地の生活を体験しました。また，ファニー

グローブ州立高等学校に体験入学し，英会

話のレッスンや現地の生徒との交流授業を

体験しました。８月２５日，１４日間の派

遣を終えて帰国した留学生は，役場にて報

告会を開催し，各自の留学の成果を発表し

ました。

留学生からは，最初は言葉が伝わらなく

て心配だった。日本の学校生活とは，いろ

いろなところが違っていた。ホストファミ

リーと生活していくうちに少しずつコミュ

ニケーションがとれるようになってきた。現地の人たちから積極的に声をかけてもらった。

日本文化を伝えるととても喜んでもらえた。物の値段がとても高く感じた。自分の将来の

夢にむけて貴重な体験となった。という発表がありました。
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地域包括支援センター便り

地域包括支援センターの役割

十島村の高齢者とその家族、介護や支援を行っている方の

介護・医療・福祉等に関する相談を受け付けています。

専門職が連携・協力・調整し、問題の解決へお手伝いします。

住民課介護係が地域包括支援センターを、

各島の診療所が地域包括支援サブセンターの役割を担ってます。

それぞれに認知症の方やご家族を対象にした相談業務を行う

認知症地域推進員が配置されています。

各島の看護師は、認知症地域推進員として

認知症の方や、そのご家族を対象とした

相談業務、必要な機関への連携支援を行っています。

《連絡先》十島村地域包括支援センター 住民課健康福祉室 介護係 ０９９（２２２）２１０１

十島村地域包括サブセンター （各島の診療所）

このような相談が出来ます。

地域包括支援センター

何ですか？

どんな事が

出来る所ですか？

最近物忘れを

するから心配

だし不安。

介護保険の

サービスを使いた

い。どんな手続きが

必要なの？

島に居る両親の

事が心配どこに

相談したら良い

の？

困った事や不安な事があったらご相談下さい。

解決に向けて一緒に考えましょう

体調が良くない。

健康に不安がある

んだけど。

地域包括サブセンター
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鹿児島県では、認知症の正しい理解の更なる普及啓発や認知症高齢者等にやさしい地域づく

りに向けた気運の醸成を図るため、「認知症を理解し一緒に歩む県民週間」を平成 30年度か

ら設定しています。 

期間は、「世界アルツハイマーデー」（9月 21日）を含む一週間（日曜日から土曜日まで） 

令和 5年度は 9月 17日～9月 23日になります！！ 

 

 身近な家族や友人、自分自身が認知症になっても、今までどおり住み慣れた地域で、安心して

暮らせるよう、一人でも多くの方に 認知症の人や家族の方々の応援者、理解者になって頂き、

認知症になっても、安心して暮らせる「地域（島）づくり」を考えていただきたいと思ってい

ます。 

 

 令和 5年度は各島で認知症サポーター養成講座を計画します。認知症サポーター募集中！！ 

☆ 認知症サポーターとは？？ 

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族に対してできる範囲

で手助けする「認知症サポーター」を養成し、認知症高齢者等にやさしい地域づくりに取り組

みます。 

☆ 認知症サポーターに期待されること 

1 認知症に対して正しく理解し、偏見をもたない。 

2 認知症の人や家族に対して温かい目で見守る。 

3 近隣の認知症の人や家族に対して、自分なりにできる簡単なことから実践する。 

4 地域でできることを探し、相互扶助・協力・連携、ネットワークをつくる。 

5 まちづくりを担う地域のリーダーとして活躍する。 

 

なぜ９月２１日なの︖︖ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                            
                                                    
 
 

「認知症を理解し一緒に歩む県民週間」 

1994年 9月 21日、スコット

ランドのエジンバラで第 10回国

際アルツハイマー病協会国際会議

が開催されました。会議の初日で

あるこの日を「世界アルツハイマ

ーデー」と宣言し、アルツハイマ

ー病等に関する認識を高め、世界

の患者と家族に援助と希望をもた

らす事を目的としています。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 小宝島 こだから園 
おとうさん ありがとう 

口之島 ⇒ 

くちっこ園 

だいすきだよ♪ 

↑ 宝島 いまきら園 

夏祭り １・２年生と保護者を招待しました！ 

平島 ⇒ 

たいらっこ園 

楽しく遊んでます♪ 

↓ 悪石島 

のびっこ園 

副園長先生の読み聞かせ 

↑ 中之島 ほしのこ園 くつろぎの郷との合同お楽しみ会 

諏訪之瀬島 すわっこ園 ↓ ももゼリー  

どんな貯金なの？ 

住民健診や健康教室、島の健康づくり活動への参

加に「健康 1 島金(ポイント)」を進呈♪ 

健康 7 島金を集めると島の名前シール付歯ブラシ

をプレゼント♪ 

※同じ活動への重複参加は対象外🌢 

 

挑戦できる方 

小学生以上(十島村に住民票のある方) 

 

挑戦期間 

令和 5 年年 9 月頃～令和 6年 3月 8 日(月) 

※〆の役場必着分まで景品交換は受け付けます。 

 

ポイントカード設置場所 

各島出張所 

住むと元気になる島、日本一の健康アイランドになる！ 

十島村健康貯金ポイントプログラム始動♪ 

トカラいまカラダ健康貯金で健康7島金を貯めよう！ 
 

貯金対象となる健康づくり活動一覧 

●住民健診の受診(必須項目を全て受診した者） ●がん検診・骨粗鬆症検診の内１種類以上を受診 

●歯周病検診受診(節目検診の対象者)  ●村助成事業の人間ドック受診 

●運動機能向上教室     ●十島村老人クラブ活動の参加 

●花木植栽事業への参加 

●トカラいまカラダ健康貯金シリーズで実施される健康相談会・健康教室、講話への参加 

●村が実施する介護予防事業（サロン活動・認知症カフェ・いきいき教室） 

●島内で実施されている健康づくりに繋がる活動（例：運動会・持久走大会） 

※活動への参加は、教室終了時まで参加した場合に 1 健康島金(ポイント)になります。 

※島によっては活動がないものもあります🌢 

※その他、各島で当てはまりそうな活動がありましたら、開催前に対象活動に該当するか役場担当者に

ご確認ください。 

                                     【問い合わせ先】 担当 住民課健康福祉室（健康係） 

ポイントカード名は、 

トカラいまカラダ健康貯金通帳です↓ 



 

 

そつえん おめでとう そつえん おめでとう そつえん おめでとう 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

出典：東京都教育委員会 
  「そうだ、やっぱり早起き・早寝」 

 

 




